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は
じ
め
に

広
島
県
立
美
術
館
所
蔵『
諸
家
書
画
帖
』（
以
下
、
本
帖
）は
、
二
十
六
丁
の
表
裏
に

五
十
二
名
に
よ
る
書
二
十
二
面
と
画
三
十
面
を
所
収
し
て
い
る
。
本
帖
は
こ
れ
ま
で
に

も
展
覧
会
等
で
出
品
さ
れ
て
い
る
が
、
図
版
を
伴
う
全
容
紹
介
は
適
わ
ず
、
一
部
の
作

品
紹
介
に
限
定
さ
れ
て
き
た（

１
）。
そ
の
な
か
で
、
全
容
に
初
め
て
言
及
し
た
の
は
伊
藤
紫

織
で
あ
り
、
大
名
に
よ
る
揮
毫
を
数
多
く
含
ん
で
い
る
点
を
本
帖
の
特
徴
と
し
て
認
め

て
い
る（

２
）。

し
か
し
な
が
ら
、
本
帖
の
出
自
・
来
歴
等
は
明
ら
か
で
な
く
、
そ
の
考
察
に

及
ぶ
と
こ
ろ
は
多
く
な
い
。

本
稿
で
は
、
伊
藤
の
調
査
成
果
を
参
照
し
つ
つ
印
文
等
の
再
検
討
を
行
な
い
、
一
部

に
修
正
を
加
え
て【
別
表
】を
提
示
し
た

（
３
）。
こ
の【
別
表
】を
踏
ま
え
て
、
本
帖
の
体
裁

を
確
認
し
、
作
品
の
揮
毫
者
と
収
集
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
簡
略
な
考
察
を
加
え
る
こ

と
に
す
る
。
な
お
、【
別
表
】は
書
と
画
に
分
別
し
て
、
干
支
の
記
述
が
あ
る
も
の
、
年

齢
書
の
あ
る
も
の
か
ら
制
作
年
順
に
配
列
し
、
制
作
年
の
不
明
な
も
の
は
、
制
作
下
限

年
代
と
な
る
揮
毫
者
の
没
年
順
に
配
列
し
た
。
そ
し
て
、
経
歴
不
詳
の
も
の
を
最
後
に

記
し
た
が
、
揮
毫
者
同
定
の
当
否
を
含
め
て
、
現
時
点
の
調
査
結
果
に
基
づ
く
も
の
で

あ
っ
て
、
引
き
続
い
て
調
査
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

一
　
本
帖
の
体
裁
に
つ
い
て

本
帖
所
収
の
全
作
品
に
は
、
縦
四
一・九
㎝
、
横
三
三・二
㎝
に
統
一
さ
れ
た
大
判
の

画
絹
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
収
集
者
が
、
当
初
か
ら
書
画
帖
作
成
を
目

的
と
し
て
寸
法
を
調
え
た
画
絹
を
用
意
し
、
折
々
に
揮
毫
依
頼
を
行
な
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
制
作
年
代
の
明
ら
か
な
も
の
は
、
寛
政
五
年（
一
七
九
三
）
か
ら

文
化
十
四
年（
一
八
一
七
）
ま
で
、
二
十
四
年
間
に
わ
た
っ
て
い
る
。
所
収
作
品
は
、

長
期
に
わ
た
っ
て
収
集
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
一
方
、
そ
の
配
列
は
年
代
順
で
な
く
、

成
立
当
初
の
体
裁
を
保
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

現
状
で
は
、
表
面
は
書
一
枚
、
画
二
枚
、
裏
面
は
書
一
枚
、
画
一
枚
の
順
に
貼
り
付

け
て
い
る
。
し
か
し
、
表
裏
両
面
の
冒
頭
に
和
歌
一
首
を
揮
毫
し
た
書
を
各
一
枚
お

き
、
本
帖
の
題
字
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
文
化
十
年（
一
八
一
三
）
揮
毫
の
本
多
忠

永《
二
大
字「
楽
只
」》【
図
43
】を
裏
面
の
中
程
に
収
め
て
い
る
よ
う
に
、
配
列
に
際
し

て
作
品
の
内
容
に
は
さ
ほ
ど
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
諸
名
家
の
揮
毫
を
求
め
て
作
品
を
収
集
す
る
書
画
帖
の
流
行
は
、
十
八

世
紀
後
半
に
起
こ
り
、
以
降
、
文
化
文
政
期
に
最
も
盛
行
し
た

（
４
）。
そ
の
な
か
で
、
書
画

帖
作
成
を
試
み
る
収
集
者
の
経
済
基
盤
や
趣
味
趣
向
に
よ
っ
て
、
収
集
方
法
や
装
丁
に

広
島
県
立
美
術
館
所
蔵
『
諸
家
書
画
帖
』
に
つ
い
て
の
覚
書

隅
　
川
　
明
　
宏

38 ( 1 )

広島県立美術館研究紀要　第21号



牧
牛
図
》（
室
町
時
代
／
浅
野
家
伝
来
／
山
口
県
立
美
術
館
）が
浮
か
び
上
が
る
。
同
様

に
古
画
を
本
歌
に
す
る
と
み
ら
れ
る
大
名
の
作
品
に
は
、
間
部
詮
允《
維
摩
居
士
図
》

【
図
28
】を
収
め
て
お
り
、
こ
れ
に
は
伝
李
公
鱗《
維
摩
居
士
像
》（
南
宋
時
代
／
黒
田
家

伝
来
／
京
都
国
立
博
物
館
）の
姿
態
が
重
ね
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
名
か
ど
う
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
甫
亭《
籠
雀
図
》
も
、
伝
宋
汝
志《
雛
雀
図
》（
南
宋
時
代
／
浅
野
家
伝
来

／
東
京
国
立
博
物
館
）を
本
歌
に
と
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

彼
ら
大
名
は
、
江
戸
と
国
許
を
行
き
来
し
、
あ
る
い
は
江
戸
定
府
を
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
収
め
る
本
帖
の
収
集
者
は
、
も
っ
ぱ
ら
江
戸
で
、
大
名
間
に
お
け

る
流
行
や
所
蔵
作
品
を
介
し
た
交
流
を
重
ね
る
中
で
、
揮
毫
依
頼
を
行
な
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
際
、
広
島
浅
野
家
や
福
岡
黒
田
家
の
所
蔵

と
な
っ
た
作
品
が
想
い
起
こ
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

次
い
で
、
大
名
を
除
く
揮
毫
者
に
つ
い
て
、
主
な
活
躍
地
に
し
た
が
っ
て
眺
め
て
み

る
と
、
江
戸
・
京
・
大
坂
の
三
都
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
の
は
当
然
と
し
て
も
、
広
島
２

名
、
長
府
２
名
、
福
岡
２
名
、
尼
崎
１
名
を
挙
げ
ら
れ
る
。
広
島
藩
で
は
岡
岷
山
、
平
田

玉
蘊
。
長
府
藩
で
は
笹
山
伊
成
、
度
会
東
明
。
福
岡
藩
で
は
石
里
洞
秀
美
之（
江
戸
詰
）、

亀
井
昭
陽
。
ま
た
尼
崎
藩
で
は
服
部
小
山（
江
戸
詰
）が
い
る
。
こ
の
西
日
本
の
四
藩
に

属
す
る
彼
ら
の
中
で
異
色
な
の
は
、
藩
籍
に
な
い
広
島
藩
尾
道
の
平
田
玉
蘊
で
あ
る
。

平
田
玉
蘊
は
、
尾
道
で
作
画
活
動
を
行
な
っ
た
女
性
絵
師
で
あ
る
。
書
画
帖
の
例
に

は
全
国
で
活
躍
す
る
画
家
の
総
覧
を
意
図
し
た
も
の
が
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
寛
政

十
二
〜
十
三
年（
一
八
〇
〇
〜
一
八
〇
一
）
頃
の
収
集
活
動
に
基
づ
く『
楽
翁
画
帖
』

（
平
野
美
術
館
）
に
、
早
く
も
玉
蘊
作
品
が
所
収
さ
れ
て
い
る

（
５
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
若

年
か
ら
画
才
を
嘱
望
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
分
か
る
が
、
手
軽
さ
を
感
じ
さ
せ

る
作
品
で
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
一
方
、
本
帖
所
収
の《
唐
美
人
図
》【
図
42
】
は
、

文
化
年
間
前
半
頃
の
制
作
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
、
濃
厚
な
発
色
を
呈
す
る
作
品
で
あ

も
相
応
の
差
異
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
こ
と
は
収
集
さ
れ
た
書
画
の
品
質
の
良

し
悪
し
に
も
繋
が
っ
て
い
く
。
本
帖
の
場
合
、
収
集
さ
れ
た
書
画
に
は
、
良
質
か
つ
興

味
深
い
作
品
が
多
い
。
ま
た
、
装
丁
は
成
立
当
初
の
姿
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
表

紙
に
牡
丹
唐
草
文
を
表
わ
し
た
裂
や
飾
り
金
具
を
用
い
た
大
判
厚
手
の
折
帖
仕
立
て

で
、
一
見
し
て
大
名
家
の
伝
来
品
と
推
定
し
う
る
。
も
っ
と
も
題
簽
に
は
題
名
を
記
し

て
お
ら
ず
、
序
文
、
跋
文
は
な
く
、
付
属
品
も
伝
わ
ら
な
い
た
め
、
本
帖
の
み
で
完
結

し
て
い
る
の
か
、
他
に
一
括
と
な
る
書
画
帖
が
あ
っ
た
の
か
は
判
断
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
。
こ
う
し
た
本
帖
の
成
立
背
景
に
多
少
な
り
と
近
付
く
た
め
に
、
所
収
作
品
の
傾

向
に
つ
い
て
、
絵
画
を
中
心
と
し
て
検
討
に
進
む
こ
と
に
す
る
。

二
　
揮
毫
者
と
収
集
者
の
関
係
に
つ
い
て

ま
ず
、
伊
藤
紫
織
が
本
帖
の
特
徴
と
し
て
注
目
す
る
、
大
名
の
作
品
を
取
り
上
げ
て

み
よ
う
。【
別
表
】に
よ
れ
ば
、
揮
毫
者
の
う
ち
大
名
、
す
な
わ
ち
藩
主（
藩
世
子
含
む
）

は
、
全
体
の
五
分
の
一
を
超
え
る
十
一
人
を
数
え
る
。

制
作
年
の
判
明
す
る
作
品
で
早
い
時
期
に
属
す
る
画
に
は
、
阿
部
正
精《
楼
閣
山
水

図
》【
図
23
】
が
あ
る
。
藩
世
子
と
し
て「
対
馬
守
」
を
称
す
る
二
十
二
歳
の
作
品
で
、

正
精
は
南
蘋
流
の
花
鳥
画
に
も
巧
み
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
詩
意
か
ら
山
水
風
景
を
作

り
上
げ
て
い
る
。
一
方
、
柳
沢
里
之《
水
仙
小
禽
図
》【
図
40
】、
森
長
義《
小
禽
図
》

【
図
44
】、
酒
井
忠
貫《
薔
薇
小
禽
図
》【
図
11
】な
ど
は
、
博
物
学
的
な
流
行
も
受
け
た

異
国
の
色
鮮
や
か
な
鳥
類
を
描
く
も
の
で
、
大
名
家
に
お
け
る
南
蘋
流
受
容
に
関
わ
る

一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

阿
部
正
精
の
父
で
あ
る
阿
部
正
倫《
牧
牛
図
》【
図
21
】に
は
、
首
を
は
ね
上
げ
る
牛

の
動
態
や
淡
い
緑
を
湛
え
る
樹
木
の
描
写
な
ど
か
ら
、
本
歌
と
し
て
の
雪
舟《
倣
李
唐
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愛
信
の
属
す
る
駿
河
台
狩
野
家
、
探
信
守
道
の
属
す
る
鍜
治
橋
狩
野
家
が
そ
う
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
本
帖
に
は
長
府
藩
の
笹
山
伊
成《
唐
人
物
図
》【
図
12
】、
福

岡
藩
の
石
里
洞
秀
美
之《
波
旭
日
図
》【
図
36
】を
含
め
て
、
４
点
の
狩
野
派
作
品
を
収

め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
狩
野
派
絵
師
の
作
品
複
数
を
所
収
す
る
点
は
、
大
名
家
に
お

け
る
収
集
書
画
帖
の
特
徴
を
示
す
の
だ
ろ
う
。

加
え
て
、
も
う
一
点
挙
げ
て
み
よ
う
。
加
藤
信
清《
孔
子
像
》【
図
17
】で
あ
る
。
論

語
・
孝
経
の
語
句
を
も
っ
て
孔
子
を
描
い
た
文
字
絵
で
、
六
十
九
歳
の
年
齢
書
が
あ

る
。
現
在
、
信
清
の
作
品
と
し
て
報
告
さ
れ
る
も
の
は
、
晩
年
近
く
の
二
十
点
余
り
と

い
う
が
、
な
か
に
は
広
島
県
三
原
市
の
古
刹
・
仏
通
寺
に
伝
来
す
る
作
品《
文
字
観
音

図
》も
あ
る（

９
）。

そ
の
作
品
が
、
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
仏
通
寺
に
納
め
ら
れ
た

の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
仏
通
寺
は
広
島
藩
の
庇
護
を
受
け
て
い
る
。
本
帖
が
浅
野
家

の
収
集
品
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
作
品
所
収
に
お
い
て
、
仏
通
寺
を
介
し
た
関
係
が

あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
の
絵
師
に
つ
い
て
は
、
幕
府
の
絵
師
で
板
谷
桂
舟
広
当
、
京
坂
の
画
家
で

は
、
森
祖
仙
、
原
在
中
、
原
在
正
ら
の
注
目
す
べ
き
作
品
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
一

方
で
、
当
時
、
隆
盛
を
極
め
た
流
派
で
あ
る
円
山
四
条
派
の
作
品
は
、
長
府
藩
の
度
会

東
明《
虹
鹿
図
》【
図
30
】が
該
当
す
る
程
度
で
、
そ
の
他
の
著
名
な
絵
師
の
作
品
は
見

ら
れ
な
い
。
こ
の
た
め
、
東
明
の
作
品
と
て
円
山
四
条
派
の
作
品
を
求
め
て
、
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
本
帖
の
収
集
者
と
長
府
藩
と
に
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
収
集

対
象
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

さ
て
、
本
帖
所
収
の
作
品
が
、
明
確
な
目
的
を
も
っ
て
一
定
期
間
の
う
ち
に
収
集
さ

れ
た
も
の
で
な
く
、
多
年
の
交
遊
関
係
の
中
で
折
々
の
機
会
に
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
な
ら
ば
、
先
に
言
及
し
た
よ
う
に
本
多
忠
永《
二
大
字「
楽
只
」》は
、
そ
の
収
集
姿

勢
に
適
う
も
の
と
思
わ
れ
、
題
字
と
し
て
位
置
付
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。「
楽
只
」の
典

る
。
玉
蘊
は
、
文
化
五
年（
一
八
〇
八
）に
は「
城
中
」か
ら
の
揮
毫
依
頼
を
受
け
た
と

い
う

（
６
）。
こ
の
際
の
揮
毫
が
、
本
帖
所
収
作
品
に
直
ち
に
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
が
、

広
島
藩
か
ら
浅
か
ら
ぬ
関
心
を
受
け
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
名

や
幕
府
、
三
都
の
著
名
な
画
家
、
書
家
、
儒
家
ら
に
絞
っ
て
揮
毫
を
求
め
て
い
る
本
帖

の
、
幾
分
、
閉
ざ
さ
れ
た
収
集
態
度
の
な
か
で
、
あ
え
て
市
井
の
女
性
画
家
に
揮
毫
を

求
め
て
い
る
点
は
、
本
帖
の
来
歴
を
う
か
が
う
た
め
に
注
意
し
て
よ
い
。

続
け
て
、
岡
岷
山《
梅
花
小
禽
図
》【
図
５
】
は
、
寛
政
年
間
以
降
の
作
品
で
あ
る
。

岷
山
の
作
品
を
収
め
る
他
の
書
画
帖
で
よ
く
知
ら
れ
る
も
の
に
は
、『
楽
翁
画
帖
』
の

《
山
水
図
》、『
奉
時
清
玩
帖
』
の《
雲
龍
図
》
が
あ
る

（
７
）。《

雲
龍
図
》
は
、
狩
野
派
の
画
風

に
基
づ
く
が
、
淡
泊
な
描
写
と
も
言
い
う
る
作
品
で
あ
る
。
一
方
、
本
帖
に
お
け
る
作

品
は
、
宋
紫
石
風
の
濃
厚
細
密
な
描
写
に
よ
っ
て
長
寿
を
寿
ぐ
吉
祥
画
題
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
主
題
や
画
風
の
選
択
は
揮
毫
依
頼
の
内
容
に
よ
る
が
、
先
に
確
認
し
た
大
名
の

絵
画
作
品
の
ほ
か
、
鏑
木
梅
溪《
桃
鴨
図
》【
図
18
】
や
林
述
斎《
草
虫
図
》【
図
８
】
を

収
め
る
な
ど
し
て
、
南
蘋
流
の
花
鳥
画
を
集
め
る
傾
向
を
持
つ
本
帖
の
収
集
者
に
と
っ

て
、
と
り
わ
け
望
ま
し
い
作
品
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
岷
山
に
と
っ
て
、

主
家
の
浅
野
家
に
関
わ
る
揮
毫
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
本
作
品
の
質
の
高
さ
に
も

肯
く
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
広
島
藩
、
浅
野
家
と
の
関
係
に
言
及
し
た
が
、
同
様
の
関
係
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
そ
う
な
作
品
が
、
他
に
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
狩
野
洞
白
愛
信《
蓮
亀
図
》【
図

26
】、
狩
野
探
信
守
道《
唐
美
人
図
》【
図
32
】
で
あ
る
。
両
名
に
は
、
浅
野
家
が
厳
島

神
社
に
奉
納
し
た
絵
馬
の
揮
毫
者
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
文
政
元
年

（
一
八
一
八
）に
洞
白
愛
信
、
天
保
三
年（
一
八
三
二
）に
探
信
守
道
の
揮
毫
し
た
大
絵

馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
る

（
８
）。

狩
野
派
に
は
奥
絵
師
四
家
、
表
絵
師
十
五
家
が
あ
っ
て
、
各

藩
に
も
懇
意
に
す
る
狩
野
派
の
家
系
が
あ
っ
た
。
文
化
文
政
期
の
広
島
藩
で
は
、
洞
白
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【
註
】

（
１
）
こ
れ
ま
で
に
展
覧
会
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
主
な
所
収
作
品
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
図
５
】
岡
岷
山
《
梅
花
小
禽
図
》

広
島
県
立
美
術
館
編
『
近
世
広
島
の
絵
画
展
』
図
録
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）。
千
葉
市
美
術
館

編
『
江
戸
の
異
国
趣
味
―
南
蘋
風
大
流
行
』
図
録
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）。

【
図
42
】
平
田
玉
蘊
《
唐
美
人
図
》

広
島
県
立
美
術
館
、
前
掲
図
録
（
一
九
九
〇
）。
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
頼
山
陽
を
愛
し
た
女
流

画
人　

平
田
玉
蘊
』
図
録
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）。

【
図
40
】
柳
沢
里
之
《
水
仙
小
禽
図
》

神
戸
市
立
博
物
館
編
『
花
と
鳥
た
ち
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
』
図
録
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）。
千
葉
市
美

術
館
、
前
掲
図
録
（
二
〇
〇
一
）。

（
２
）
千
葉
市
美
術
館
、
前
掲
図
録
（
二
〇
〇
一
）。

（
３
）
参
考
と
し
て
釈
文
を
掲
載
す
る
。
改
行
、
字
体
に
つ
い
て
は
適
宜
改
め
て
お
り
、
判
読
で
き
な
か
っ

た
箇
所
に
つ
い
て
は（
不
明
）あ
る
い
は
□
で
表
わ
し
た
。
誤
読
と
あ
わ
せ
て
叱
正
を
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
現
状
の
配
列
に
従
っ
て
、
作
品
番
号
、
技
法
、
作
品
名
称
を
付
し
た
。

１　

墨
書
《
詠
「
春
山
成
興
」
歌
》

仙
洞
和
歌
御
会
始
か
事　

春
山
成
興

前
権
中
納
言
持
豊

さ
つ
き
の
み　

□
□
□
□
た
て
そ　

せ
か
し
を
る

か
す
み
の
こ
ろ
も　

き
た
る
や
ま
〳
〵

２　

着
色
《
鷲
鳥
図
》

画
所
預
従
四
位
下
土
佐
守
藤
原
光
貞
「
光
貞
之
印
」（
白
文
方
印
）

３　

着
色
《
江
村
舟
遊
図
》

月
僊
「
月
僊
」（
白
文
方
印
）「（
不
明
）」（
白
文
方
印
）

４　

墨
書
《
唐
・
盧
綸
「
与
従
弟
瑾
同
下
第
後
出
関
言
別
」
詩
》

「
蘭
室
」（
朱
文
長
方
印
）

雑
花
飛
尽
柳
陰
　々

官
路
逶
迤
緑
草
深

対
酒
已
成
千
里
客　

望
山
空
寄
両
郷
心

拠
を
求
め
る
と
、『
詩
経
』
に
至
る
。
そ
の
一
節
に「
楽
只
君
子
。
邦
家
之
光
。
楽
只
君

子
。
万
寿
無
彊
。
」と
あ
る
こ
と
も
示
唆
深
く
思
わ
れ
る
の
だ
。

お
わ
り
に

一
点
の
書
画
帖
が
成
立
す
る
背
景
を
読
み
解
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
本
稿
は
、

わ
ず
か
な
推
測
を
重
ね
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
一
応
の
ま
と
め
を
し
て
み
よ
う
。

本
帖
に
お
け
る
主
要
な
揮
毫
者
が
大
名
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
そ
こ
で
、
大

名
の
絵
画
作
品
の
な
か
に
、
浅
野
家
伝
来
の
宋
元
・
室
町
の
古
画
を
本
歌
と
す
る
作
品

を
所
収
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
広
島
藩
、
長
府
藩
、
福
岡
藩
の
絵
師
に

よ
る
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
平
田
玉
蘊
の
作
品
が
所
収
さ
れ
る
こ
と
は

本
帖
の
収
集
状
況
か
ら
す
る
と
異
色
で
、
広
島
藩
と
の
関
わ
り
が
本
帖
成
立
の
重
要
な

基
盤
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
広
島
藩
と
の
関
わ
り
を
念
頭
に
置
け
ば
、
岡
岷

山
や
狩
野
洞
白
愛
信
、
狩
野
探
信
守
道
の
作
品
は
収
集
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
狩

野
派
絵
師
の
作
品
を
多
数
所
収
す
る
点
も
、
大
名
家
の
収
集
品
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
に

差
し
支
え
な
い
特
色
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
状
、
希
少
作
品
に
位
置
付
け
ら
れ
る

加
藤
信
清
の
文
字
絵
が
広
島
県
内
の
古
刹
に
伝
来
し
て
お
り
、
彼
の
作
品
を
所
収
す
る

本
帖
と
の
間
に
、
わ
ず
か
な
結
び
付
き
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
付
記
し
た
。

こ
の
よ
う
に
本
帖
の
内
容
を
少
し
ば
か
り
探
っ
て
み
る
と
、
本
帖
の
収
集
者
と
し
て
、

た
と
え
ば
、
寛
政
元
年（
一
七
八
九
）に
元
服
・
任
官
、
寛
政
十
一
年（
一
七
九
九
）に

家
督
を
継
い
で
広
島
藩
主
と
な
っ
た
浅
野
斉
賢（
一
七
七
三
〜
一
八
三
〇
）
を
想
定
す

る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
決
し
て
性
急
に
結
論
付
け
る
わ
け
で
な
い
が
、
こ
の
よ

う
な
見
解
を
示
す
こ
と
も
、
本
帖
の
理
解
を
深
め
る
上
で
無
益
で
は
あ
る
ま
い
と
考
え

て
、
後
考
に
委
ね
た
い
。
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春
眠　

録
旧
作　
　

東
所
製
「
善
韶
」（
白
文
方
印
）「
東
所
」（
朱
文
方
印
）

14　

着
色
《
猿
図
》

祖
仙
「
守
象
」（
白
文
連
印
）

15　

墨
画
《
嵐
山
春
景
図
》

在
中
「
致
遠
」（
朱
文
連
印
）

16　

墨
書
《
南
宋
・
張
道
洽
「
詠
梅
」
詩
》

「
聴
松
」（
朱
文
長
方
印
）

詠
梅　
　

張
道
洽

邨
埜
苔
為
径　

茅
檐
竹
作
籬

神
清
和
月
写　

香
遠
隔
煙
知

老
樹
有
余
韻　

別
華
為
此
姿

詩
人
風
味
似　

夢
寐
也
応
思

享
和
三
年
癸
亥
春　

天
遊
道
人
書
「
松
倉
静
印
」（
白
文
方
印
）「
越
山
逸
客
」（
朱
文
方
印
）

17　

着
色
《
孔
子
像
》

「
一
以
貫
之
」（
白
文
楕
円
印
）

論
語
孝
経
写

東
都
麻
谷
玉
川
上
遠
塵
斎
六
十
九
寿
謹
書
画
「
藤
原
」（
朱
文
円
印
）「
信
清
」（
白
文
方
印
）

18　

着
色
《
桃
鴨
図
》

梅
溪
平
世
胤
写
「
世
胤
」（
白
文
重
郭
方
印
）「
君
冑
」（
白
文
重
郭
方
印
）

19　

墨
書
《
北
宋
・
王
禹
偁
「
黄
州
新
建
小
竹
楼糙
記
」
句
》

「
□
」（
朱
文
長
方
印
）

夏
宜
急
雨　

有
瀑
布
声　

冬
宜
密
雪　

有
碎
玉
声

七
十
九
歳
龍
岡
長
雄
書
「
竜
岡
」（
朱
文
方
印
）「
柴
長
雄
印
」（
白
文
方
印
）

20　

着
色
《
大
原
女
図
》

東
洲
「
成
章
」（
白
文
方
印
）「
東
州
」（
白
文
方
印
）

21　

墨
画
淡
彩
《
牧
牛
図
》

阿
部
正
倫
画
「
勢
州
」（
白
文
重
廓
円
印
）

22　

墨
書
《
題
「
僊
山
鶴
鹿
図
」
詩
》

「
淇
園
」（
朱
文
楕
円
印
）

享
和
改
元
春　

頼
救
書
「
源
頼
救
印
」（
白
文
方
印
）「
字
子
徳
」（
朱
文
方
印
）

５　

着
色
《
梅
花
小
禽
図
》

岷
山
岡
煥
写
「
岡
奐
」（
朱
文
方
印
）「
君
章
」（
朱
文
方
印
）

６　

着
色
《
秋
草
図
》

「
□
崔
」（
白
文
方
印
）

７　

墨
書
《
漢
文
》

竹
楼
数
間　

負
山
臨
水　

疎
松
脩
竹　

詰
屈
委
蛇

怪
石
落
落　

不
拘
位
置　

蔵
書
万
巻　

其
中
長
凡

軟
榻
一
番　

一
茗
同
心　

良
友
間
曰　

過
従
坐
臥

咲
談
随
意　

所
適
不
営　

衣
食
不
問　

米
鹽
不
叙

寒
喧
不
言　

朝
市
立
壑　

涯
分
於
斯
極
矣

己
未
六
月　

竹
窓
世
黄
録
「
森
世
黄
」（
白
文
方
印
）「
離
吉
氏
」（
朱
文
方
印
）

８　

着
色
《
草
虫
図
》

「
衡
」（
朱
文
円
印
）

９　

着
色
《
梅
人
物
図
》

行
年
六
十
九
歳
桂
舟
画
「
藤
原
」（
白
文
方
印
）

10　

墨
書
《
唐
・
陶
淵
明
「
四
時
」
詩
》

「
時
習
」（
朱
文
長
方
印
）

春
水
満
四
澤　

夏
雲
多
奇
峯

秋
月
揚
明
輝　

冬
嶺
秀
孤
松

親
孝
書
「
悌
卿
」（
朱
文
方
印
）「
親
孝
之
印
」（
白
文
方
印
）

11　

着
色
《
薔
薇
小
禽
図
》

酒
井
忠
貫
筆
「
巳
洲
」（
朱
文
壺
印
）

12　

着
色
《
唐
人
物
図
》

伊
成
唯
博
筆
「
藤
原
」（
白
文
円
印
）

13　

墨
書
《
漢
詩
》

「
不
知
老
之
将
至
」（
白
文
長
方
印
）

簾
樹
風
暖
午
陰
長　

共
度
破
眠
□
也
主

何
問
黄
梁
噌
其
富　

起
来
斜
気
公
隣
墻
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瑞
芝
玉
樹
気
氤
氳　

寿
鹿
従
客
僊
鶴
群

斯
境
由
来
不
易
到　

碧
天
一
朶
躾
波
雲

題
僊
山
鶴
鹿
図　

皆
川
愿
「
皆
川
愿
印
」（
白
文
方
印
）「
伯
恭
子
」（
白
文
方
印
）

23　

着
色
《
楼
閣
山
水
図
》

澗
水
雑
雨
鳴
山
閣　

空
翠
因
風
湿
客
冠

泉乙
卯
孟
夏
写　

蕉
亭
「
正
精
」（
白
文
連
印
）

24　

着
色
《
馬
図
》

在
正
「
原
致
道
印
」（
白
文
方
印
）

25　

墨
書
《
前
漢
・
劉
向
『
説
苑
』 
巻
十
一
敬
慎
句
》

「
□
□
威
如
」（
朱
文
長
方
印
）

高
而
能
下　

満
而
能
虚　

富
而
能
倹　

貴
而
能
卑

智
而
能
愚　

勇
而
能
怯　

弁
而
能
訥　

博
而
能
浅

明
而
能
闇　

是
謂
損
而
不
極

享
和
紀
元
辛
酉
孟
夏
之
日　

親
軍
将
佐
義
行
書
「
□
□
品
下
」（
朱
文
方
印
）「
藤
春
山
」（
白
文

方
印
）

26　

墨
画
《
蓮
亀
図
》

狩
野
愛
信
筆
「
狩
野
」（
朱
文
方
印
）

27　

墨
書
《
詠
「
鶴
」
歌
》

「
尚
古
」（
朱
文
楕
円
印
）

鶴天
の
は
ら　

雲
ゐ
に
あ
そ
ぶ　

ま
な
つ
る
を

ふ
り
さ
け
み
つ
つ　

齢
□
□
□
□

需
に
応
じ
て
惟
醇
七
十
有
三
書
「
噩
信
□
印
」（
白
文
方
印
）

28　

墨
画
淡
彩
《
維
摩
居
士
図
》

詮
允
「
藤
原
詮
印
」（
白
文
方
印
）「
□
□
」（
白
文
方
印
）

29　

墨
書
《
漢
詩
》

「
□
□
」（
白
文
長
方
印
）

我
心
秋
水
如　

亦
如
出
泥
蓮

水
動
蓮
花
落　

慎
風
雅
自
憐

空
石
幽
人
「
亀
井
昱
印
」（
白
文
方
印
）「
元
鳳
」（
朱
文
方
印
）

30　

着
色
《
虹
鹿
図
》

度
松
苑
「
東
明
」（
白
文
連
印
）

31　

墨
書
《
唐
・
李
世
民
「
芳
蘭
」
詩
》

春
暉
開
禁
苑　

淑
景
媚
蘭
場

映
庭
含
浅
色　

凝
露
泫
浮
光

日
麗
参
差
陰　

風
伝
軽
重
香

会
須
君
子
折　

佩
裏
作
芬
芳

乙
丑
晩
夏　

栖
鳳
楼
南
嶽
「
□
□
□
印
」（
朱
文
方
印
）「
東
瀬
」（
白
文
方
印
）

32　

着
色
《
唐
美
人
図
》

藤
原
守
道
「
守
道
之
印
」（
白
文
方
印
）「
字
清
夫
」（
白
文
方
印
）

33　

墨
書
《
漢
詩
》

「
樵
白
雲
」（
朱
文
楕
円
印
）

非
草
木
□
□
者
何　

名
家
呉
下
□
詮
耶

□
文
分
□
宿
煙
幕　

応
莫
虚
中
払
粉
柯

晋
逸
山
陽
□
召
飲　

□
風
淇
奥
夢
成
顆

此
君
高
韻
此
君
在　

応
莫
写
生
工
近
多

専
門
七
十
五
翁
華
隠
方
明
□
「
細
合
方
明
」（
白
文
方
印
）「
麗
王
氏
」（
白
文
方
印
）

34　

着
色
《
秋
草
鶉
図
》

藤
光
紹
筆
「
藤
原
」（
白
文
方
印
）「
光
紹
」（
朱
文
方
印
）

35　

墨
書
《
唐
・
高
駢
「
聴
歌
」
詩
》

公
子
邀
歓
月
満
楼　

佳
人
掲
調
唱
伊
州

便
為
席
上
秋
風
起　

直
到
蕭
関
水
盡
頭

久
「
墨
農
硯
樵
」（
朱
文
方
印
）

36　

着
色
《
波
旭
日
図
》

顔
輝
筆
意　

法
橋
洞
秀
画
「
美
之
之
印
」（
白
文
方
印
）

37　

墨
書
《
明
・
田
芸
衡
『
玉
笑
零
音
』
句
》

「
清
風
明
月
」（
朱
文
長
方
印
）
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蘿
蔦
依
松
林　

可
以
延
百
尋　

碧
蠅
附
驥
尾　

可
以
致
千
里

天
柱
井
惟
馨
書
「
惟
馨
」（
白
文
方
印
）「
仲
明
」（
朱
文
方
印
）

38　

墨
画
《
牡
丹
蝶
図
》

癸
丑
春
三
月
写　

桃
仙
藤
宜
郷
「
藤
」（
白
文
方
印
）「
宜
郷
」（
朱
文
方
印
）

39　

墨
書
《
唐
・
陶
淵
明
「
四
時
」
詩
結
句
》

「
入
谷
鶴
書
赴
隴
」（
朱
文
長
方
印
）

冬
嶺
秀
孤
松

「
蘭
堂
」（
朱
文
方
印
）「
豊
泰
之
章
」（
白
文
方
印
）

40　

着
色
《
水
仙
小
禽
図
》

癸
亥
季
夏
写　

葛
山
柳
里
之
「
原
里
之
」（
白
文
方
印
）「
字
子
美
」（
朱
文
方
印
）

「
寸
有
□
□
」（
白
文
方
印
）

41　

墨
書
《
唐
・
王
維
「
終
南
山
」
詩
》

「
□
古
」（
朱
文
長
方
印
）

太
乙
近
天
都　

連
山
到
海
隅

白
雲
廻
望
合　

青
靄
入
看
無

分
埜
中
峰
変　

陰
晴
衆
岳
殊

欲
投
人
處
宿　

隔
水
問
樵
夫

享
和
癸
亥
之
春　

庫
山
箕
戩
書
「
戩
」（
白
文
方
印
）「
子
泰
」（
白
文
方
印
）

42　

着
色
《
唐
美
人
図
》

玉
浦
豊
女
写
「
金
鳳
」（
白
文
方
印
）「
豊
女
」（
朱
文
方
印
）

43　

墨
書
《
二
大
字
「
楽
只
」》

「
感
照
三
昧
耶
」（
朱
文
長
方
印
）

楽
只

藤
忠
永　

于
時
九
十
歳
「
□
易
氏
」（
朱
文
方
印
）「
藤
忠
永
印
」（
白
文
方
印
）

44　

着
色
《
小
禽
図
》

丁
卯
季
春
写　

玄
洲
長
義
「
源
長
義
印
」（
白
文
方
印
）「
□
□
古
明
□
□
」（
朱
文
方
印
）

45　

墨
書
《
五
言
二
句
》

「
修
薗
」（
朱
文
長
方
印
）

星
辰
分
漢
暦　

風
雨
順
尭
時

乙
亥
晩
春　

静
斎
源
義
知
「
源
義
知
印
」（
白
文
方
印
）「
字
子
招
」（
朱
文
方
印
）

46　

着
色
《
籠
雀
図
》

甫
亭
「
□
□
」（
朱
文
白
文
連
印
）「
□
生
」（
白
文
方
印
）

47　

墨
書
《
漢
詩
》

「
□
壑
道
□
□
」（
白
文
長
方
印
）

寒
烟
夜
色
望
若
茫　

呼
□
□
□
□
客
堂

独
□
江
山
悲
異
土　

共
憐
雲
物
入
初
陽

春
日
欲
動
□
尊
泊　

仙
津
終
華
漢
月
光

縦
夫
帰
愁
添
一
線　

□
□
自
此
引
盃
長

客
人
□
至
日　

服
元
雅
「
服
元
雅
印
」（
白
文
方
印
）「
量
卿
」（
朱
文
方
印
）

48　

着
色
《
司
馬
光
割
瓶
図
》

赤
城
富
尭
「
赤
城
」（
白
文
朱
文
連
印
）

49　

墨
書
《
漢
詩
》

「
会
心
」（
朱
文
瓢
箪
印
）

雨
後
池
塘
吠
蛤
驕　

筠
簾
浗
動
度
涼
飇

金
波
忽
閃
萍
開
處　

月
在
諫
松
最
上
標

丁
丑
季
夏　

檉
宇
「
皝
」（
白
文
方
印
）「
培
斎
」（
朱
文
方
印
）

50　

着
色
《
春
景
山
水
図
》

幽
篁
斎
鹿
門
山
人
「
忠
□
」（
朱
文
白
文
連
印
）

51　

墨
書
《
漢
詩
》

「
小
釣
雪
」（
朱
文
長
方
印
）

□
府
放
生
経
幾
秋　

尺
冨
奥
度
屡
回
郎

金
輝
只
恨
□
覊
束　

不
著
□
輝
更
雨
由

詠
鶴

丁
丑
□
夏
録
旧
作　

五
山
「
娯
庵
居
士
」（
白
文
方
印
）

52　

着
色
《
雪
景
落

図
》

紫
溟
画
「
□
□
」（
白
文
朱
文
連
印
）

（
４
）
武
田
光
一
「
書
画
が
蒐
ま
る
／
書
画
を
蒐
め
る
―
寄
合
・
収
集
書
画
帖
に
つ
い
て
―
」、
小
林
忠
・
河

野
元
昭
監
修
、
武
田
光
一
責
任
編
集
『
江
戸
名
作
画
帖
全
集
Ⅹ　

寄
合
書
画
帖　

文
人
諸
家
』、
駸
々

32 ( 7 )

広島県立美術館研究紀要　第21号



堂
出
版
株
式
会
社
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）。

（
５
）
高
松
良
幸
「「
楽
翁
画
帖
」
に
つ
い
て
」、『
静
岡
大
学
情
報
学
研
究
』
二
十
一
号
、
平
成
二
十
八
年

（
二
〇
一
六
）。

（
６
）
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
、
前
掲
図
録
（
二
〇
一
五
）。

（
７
）
小
林
忠
・
河
野
元
昭
監
修
、
前
掲
書
（
一
九
九
七
）。

（
８
）
隅
川
明
宏
「
広
島
藩
主
浅
野
家
奉
納
の
大
絵
馬
―
『
厳
島
絵
馬
鑑
』
よ
り
―
」、『
広
島
県
立
美
術
館

研
究
紀
要
』
二
十
号
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）。

（
９
）
橋
本
敬
一
・
橋
本
昭
子
編
『
仏
通
寺
の
文
化
財
展
』
図
録
、
三
原
市
教
育
委
員
会
、
平
成
八
年

（
一
九
九
六
）。

（
す
み
か
わ　

あ
き
ひ
ろ
／
当
館
学
芸
員
）
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書 揮毫者 経歴 年代 画 揮毫者 経歴 年代

7 森川竹窓（1763-1830） 大坂書家 1799夏 38 藤原宜郷 （不詳） 1793春

4 松平頼救（1756-1830） 常陸宍戸藩主 1801春 23 阿部正精（1774-1826） 備後福山藩世子 1795夏

25 佐野義行（1757-1829） 書家 1801夏 9 板谷桂舟広当（1729-1797） 幕府御絵師 1797

33 細合半斎（1727-1803） 大坂書家 1801 17 加藤信清（1734-1810） 幕臣 1802

16 松倉天遊 江戸書家 1803春 40 柳沢里之（1758-1804） 越後三日市藩主 1803夏

41 庫山 （不詳） 1803 44 森長義（1787-1837） 播磨三日月藩主 1807春

31 栖鳳楼南嶽 （不詳） 1805夏 18 鏑木梅溪（1749-1803） 江戸絵師

43 本多忠永（1724-1817） 伊勢神戸藩前藩主 1813 21 阿部正倫（1745-1805） 備後福山藩主

45 佐竹義知（1787-1821） 出羽秋田新田藩主 1815春 5 岡岷山（1734-1806） 安芸広島藩絵師

49 林檉宇（1793-1847） 幕府儒官 1817夏 2 土佐光貞（1738-1806） 宮廷絵所預

51 菊池五山（1769-1849） 江戸儒家 1817夏 15 原在中（1750-1806） 京絵師

39 山内豊泰（1765-1803） 土佐新田藩主 11 酒井忠貫（1752-1806） 若狭小浜藩主

13 伊藤東所（1730-1804） 京儒家 3 月僊（1741-1809） 僧

22 皆川淇園（1735-1807） 京儒家 24 原在正（1778-1810） 京絵師 1806以前

10 三井親孝（ ？ -1808） 江戸書家 28 間部詮允（1790-1814） 越前鯖江藩主

1 芝山持豊（1742-1815） 公卿 12 笹山伊成（ ？ -1814） 長門府中藩絵師

35 亀田鵬斎（1752-1826） 江戸書家 30 度会東明（ ？ -1816） 長門府中藩絵師

47 服部小山（1768-1832） 摂津尼崎藩儒官 20 村上東洲（ ？ -1820） 京絵師

29 亀井昭陽（1773-1836） 筑前福岡藩儒官 14 森狙仙（1747-1821） 大坂絵師 1807以前

19 龍岡長雄 （不詳） （79歳） 26 狩野洞白愛信（1772-1821） 幕府御絵師

27 惟醇 （不詳） （73歳） 36 石里洞秀美之（1756-1827） 筑前福岡藩絵師

37 惟馨 （不詳） 32 狩野探信守道（1785-1836） 幕府御絵師

8 林述斎（1768-1841） 幕府儒官

42 平田玉蘊（1787-1855） 備後尾道絵師 1810以前

50 本多忠升（1791-1859） 伊勢神戸藩主

6 「□崔」印 （不詳）

34 藤原光紹 （不詳）

46 甫亭 （不詳）

48 赤城富尭 （不詳）

52 紫溟 （不詳）

【別表】揮毫者一覧
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【図７】森川竹窓
　　　《漢文》

【図６】「□崔」印
　　　《秋草図》

【図５】岡岷山
　　　《梅花小禽図》

【図４】松平頼救
　　　《唐・盧綸「与従弟瑾同下第後出関言別」詩》

【図３】月僊
　　　《江村舟遊図》

【図２】土佐光貞
　　　《鷲鳥図》

【図１】芝山持豊
　　　《詠「春山成興」歌》

【表紙見返し】 【表紙】
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【図16】松倉天遊
　　　《南宋・張道洽「詠梅」詩》

【図15】原在中
　　　《嵐山春景図》

【図14】森狙仙
　　　《猿図》

【図13】伊藤東所
　　　《漢詩》

【図12】笹山伊成
　　　《唐人物図》

【図11】酒井忠貫
　　　《薔薇小禽図》

【図10】三井親孝
　　　《唐・陶淵明「四時」詩》

【図９】板谷桂舟広当
　　　《梅人物図》

【図８】林述斎
　　　《草虫図》
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【図25】佐野義行
　　　《前漢・劉向『説苑』 巻十一敬慎句》

【図24】原在正
　　　《馬図》

【図23】阿部正精
　　　《楼閣山水図》

【図22】皆川淇園
　　　《題「僊山鶴鹿図」詩》

【図21】阿部正倫
　　　《牧牛図》

【図20】村上東洲
　　　《大原女図》

【図19】龍岡長雄
　　　《北宋・王禹偁「黄州新建小竹楼糲記」句》

【図18】鏑木梅溪
　　　《桃鴨図》

【図17】加藤信清
　　　《孔子像》
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【図32】狩野探信守道
　　　《唐美人図》

【図31】栖鳳楼南嶽
　　　《唐・李世民「芳蘭」詩》

【図30】度会東明
　　　《虹鹿図》

【図29】亀井昭陽
　　　《漢詩》

【図28】間部詮允
　　　《維摩居士図》

【図27】惟醇
　　　《詠「鶴」歌》

【裏表紙】 【裏表紙見返し】 【図26】狩野洞白愛信
　　　《蓮亀図》
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【図41】庫山
　　　《唐・王維「終南山」詩》

【図40】柳沢里之
　　　《水仙小禽図》

【図39】山内豊泰
　　　《唐・陶淵明「四時」詩結句》

【図38】藤原宜郷
　　　《牡丹蝶図》

【図37】惟馨
　　　《明・田芸衡『玉笑零音』句》

【図36】石里洞秀美之
　　　《波旭日図》

【図35】亀田鵬斎
　　　《唐・高駢「聴歌」詩》

【図34】藤原光紹
　　　《秋草鶉図》

【図33】細合半斎
　　　《漢詩》
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【図50】本多忠升
　　　《春景山水図》

【図49】林檉宇
　　　《漢詩》

【図48】赤城富尭
　　　《司馬光割瓶図》

【図47】服部小山
　　　《漢詩》

【図46】甫亭
　　　《籠雀図》

【図45】佐竹義知
　　　《五言二句》

【図44】森長義
　　　《小禽図》

【図43】本多忠永
　　　《二大字「楽只」》

【図42】平田玉蘊
　　　《唐美人図》

24 ( 15 )

広島県立美術館研究紀要　第21号



【図52】紫溟
　　　《雪景落 図》

【図51】菊池五山
　　　《漢詩》
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広島県立美術館所蔵『諸家書画帖』についての覚書（隅川）




